
平成３０年度自己評価計画書

主担当 現状 評価の観点 実施状況の達成度判断基準 判断基準 備考（時期・対象）

１ ① 積極的な声かけ・挨拶を通じて、円
滑な人間関係の構築を図る。

全教職員 コミュニケーションの初歩である
挨拶が苦手な生徒がみられる。自
ら進んで元気な挨拶ができる生徒
が少ない。

【成果指標】
授業の挨拶等ができた生徒の割
合

授業の挨拶等ができた生徒の割合が
Ａ ９０％以上
Ｂ ８０％～８９％
Ｃ ７０％～７９％
Ｄ ７０％未満

Ｃ・Ｄなら検討 ７月及び
１２月に調査

生徒
教員

② 無断欠席・遅刻防止のために、家庭
との連携を密にするとともに、学校
全体として「時間を守る」生活習慣
を身につけさせる。

生徒課
各担任

平成29年度は、平成28年度から７
名減ったが、以前遅刻件数が多す
ぎる。課題だけではなく、学校生
活の様々なところで遅刻指導を取
り入れたい。

【成果指標】
年間１０回以上遅刻する生徒の
数を昨年度の６５名より半減す
る

年間遅刻回数１０回以上の生徒数が
Ａ ２５名未満
Ｂ ２５名～３２名
Ｃ ３３名～４４名
Ｄ ４５名以上

Ｃ・Ｄなら検討 ７月及び
２月に調査

生徒課

③ 多様な生徒がいることを相互に認め
合う環境作りに取組む。

保健相談課
全教職員

人間関係作りの苦手な生徒が各ク
ラスに見られる。

【成果指標】
他者との共感力と寛容の態度を
育む環境作りに資する教員の校
内研修を4回以上行う

校内研修会の回数が
Ａ ５回以上
Ｂ ４回
Ｃ ３回
Ｄ ２回以下

Ｃ・Ｄなら検討 ２月に調査

相談室

④ 人権尊重・いじめ防止に関するさま
ざまな課題に取り組む。

生徒課
相談課
全教職員

ホーム担任や学年が課題を抱え込
む傾向が見られる。

【成果指標】
いじめ問題に「チーム学校」と
して、その解決に当たる

いじめが起きた場合、教職員、カウンセラーなど全員
で対応しているという肯定的評価が
Ａ １００％
Ｂ ８５％～９９％
Ｃ ７５％～８４％
Ｄ ７５％未満

Ｃ・Ｄなら検討 １２月に調査

教員

⑤ 自転車乗車マナーの向上を通じて、
規律を尊重する態度を養う。

生徒課
各学年

交通安全教室の実施や全校集会で
の呼びかけなどにより、指導件数
が激減した。今年度も昨年と同様
の指導を考えている。

【成果指標】
県警による交通違反指導件数を
昨年度の１５件より半減する

年間交通違反指導件数が
Ａ ７件未満
Ｂ ７件～８件
Ｃ ９件～１１件
Ｄ １２件以上

Ｃ・Ｄなら検討 ２月に調査

生徒課

２ ① 基礎学力の定着のために授業の進め
方や授業内容の工夫改善を図る。

教務課
各教科

学習能力の差が広がり、個々の生
徒に応じた細やかな授業の進め方
や教材の工夫が必要である。

【成果指標】
個に応じた指導や教材、教具の
工夫によって、授業内容がよく
分かったと答える生徒の割合

授業がわかりやすいと感じた生徒の割合が
Ａ ９０％以上
Ｂ ８０％～８９％
Ｃ ７０％～７９％
Ｄ ７０％未満

Ｃ・Ｄなら検討 ７月及び
１２月に調査

生徒

② 教務課
各教科

学習能力の差が広がっており、授
業に参加できないなど多様な生徒
がいる。個々の生徒に応じた細や
かな授業の進め方や工夫が必要で
ある。

【成果指標】
教員同士が意欲的に授業を参観
し、参観後は授業者の授業改善
の基になる授業参観シートを提
出

互見授業をした平均回数が
Ａ １０回以上
Ｂ ７～９回
Ｃ ４～６回
Ｄ ４回未満

Ｃ・Ｄなら検討 ７月及び
１２月に調査

教員

③ 教務課
各教科
各学年

ＩＣＴを活用した授業スタイルや
思考を促す発問などの授業改善に
取り組む。

【成果指標】
全ての教員がＩＣＴを活用した
授業を実施し、教科会で報告し
授業改善に活かす。

ＩＣＴの活用など授業に工夫が見られるとする肯
定的評価が
Ａ ７５％以上
Ｂ ７０％～７４％
Ｃ ６５％～６９％
Ｄ ６５％未満

Ｃ・Ｄなら検討 ７月及び
１２月に調査

教員
生徒

④ ワークライフバランスやタイムマネ
ジメントの講習会等を実施し意識付
けをする。

保健相談課
各教科

学校として時間外勤務時数は平均
を下回るがワークライフバランス
の意識は低い。
教科による共有教材の作成など個
人の負担軽減につなげたい。

【成果指標】
ワークライフバランスやタイム
マネジメントを意識した業務へ
の取り組みができた割合。

ワークライフバランスやタイムマネジメントを意
識した業務に取り組んでいるという肯定的評価が
Ａ ９０％以上
Ｂ ８０％～８９％
Ｃ ７０％～７９％
Ｄ ７０％未満

Ｃ・Ｄなら検討 ７月及び
１２月に調査

教員

学校関係者評価委員会の評価結果を踏まえた今後の改善方法

生徒の基礎学力定着に向けたＩ
ＣＴの効果的活用法やアクティ
ブ・ラーニングの視点に立った
授業法などを学年や教科で共有
し、授業力向上を図る。

年間を通して、全教師が互いの授業
を参観し、課題意識を持って授業改
善に取組む。

学校関係者評価委員会の評価

石川県立内灘高等学校

重点目標 具体的取組

生徒一人ひとりの実態把握を通
して、基本的な生活習慣の確立
を図る。

学校関係者評価委員会の評価

学校関係者評価委員会の評価結果を踏まえた今後の改善方法



主担当 現状 評価の観点 実施状況の達成度判断基準 判断基準 備　　考

３ ① ３年間を見通した指導計画に基づ
き、能力・適性に応じた支援・指導
を、外部人材の助力も得ながら行
う。

進路課
各学年

具体的な進路を考えている生徒の
割合が少ない。

【成果指標】
自分の進路に関心を持つように
なり、将来を前向きに考えられ
るようになった生徒の割合

進路意識が向上した生徒が
Ａ ８５％以上
Ｂ ６５％～８４％
Ｃ ４５％～６４％
Ｄ ４５％未満

Ｃ・Ｄなら検討 ７月及び
１２月に調査

生徒

② ハローワークや地域の企業等と連携
して、就業の支援・指導を行う。

進路課
各学年

生徒の特性を活かした進路指導に
つながっていない。就職を希望し
ている生徒の希望先や就職後の人
生設計が具体的でない生徒が多く
みられる。

【成果指標】
就職決定率

就職希望者の決定率が
Ａ １００％
Ｂ ９５％～９９％
Ｃ ９０％～９４％
Ｄ ９０％未満

Ｃ・Ｄなら検討 ２月に調査

進路課

③ 外部人材や地域の大学等と連携し
て、進学の支援・指導を行う。

進路課
各学年

進学志望生徒の進路希望先や学び
たい学問が具体的に決めることが
できない生徒が多くみられる。

【成果指標】
進学決定率

進学希望者の決定率が
Ａ １００％
Ｂ ９５％～９９％
Ｃ ９０％～９４％
Ｄ ９０％未満

Ｃ・Ｄなら検討 ２月に調査

進路課

４ ① 学校への関心・理解を深めるため、
ＰＴＡ総会や学校公開週間、文化祭
等の参加者を増加させる。

総務課
教務課

昨年より来校者（保護者・地域の
方・同窓生）は、文化祭などの行
事や地域交流事業で増えてきてい
る。

【成果指標】
来校者（保護者・地域の方・同
窓生）の延べ人数及びＰＴＡ総
会の来校者数

来校者（保護者・地域の方・同窓生）
の延べ人数が
Ａ ６５０名以上
Ｂ ６００名～６４９名
Ｃ ５５０名～５９９名
Ｄ ５５０名未満

ＰＴＡ総会の来校者数が
Ａ ５０名以上
Ｂ ４０名～４９名
Ｃ ３０名～３９名
Ｄ ３０名未満

Ｃ・Ｄなら検討 ２月に調査

総務課

② 地域活動へ積極的に参加するととも
に、地域と連携した課外活動やボラ
ンティア活動を企画・実践する。

生徒課
各部顧問
総務課

「清風隊」を中心に、地域貢献活
動を行っている。学校全体で地域
と連携した活動を行い、学校の活
性化に繋げたい。

【努力指標】
地域に出向いて連携した活動の
回数及び参加した生徒の延べ人
数

地域に出向いて連携した活動の回数が
Ａ ３０回以上
Ｂ ２５回～２９回
Ｃ ２０回～２４回
Ｄ ２０回未満

参加生徒の延べ人数が
Ａ １０００名以上
Ｂ ９００名～９９９名
Ｃ ８００名～８９９名
Ｄ ８００名未満

Ｃ・Ｄなら検討 ２月に調査

生徒課
総務課
進路課

③ 地元中学校との交流を企画し、体験
入学などを通して本校をＰＲする。

教務課
総務課

生徒による地域中学校との交流が
少なかった。体験入学でも参加者
が少なかった。

【成果指標】
体験入学や学校公開等に参加す
る中学生の延べ人数
地域の中学校との交流企画の回
数

中学生の参加者数が
Ａ ６００名以上
Ｂ ５５０名～５９９名
Ｃ ５００名～５４９名
Ｄ ５００名未満

地域の中学校との交流の回数が
Ａ １０回以上
Ｂ ８回～９回
Ｃ ６回～７回
Ｄ ６回未満

Ｃ・Ｄなら検討 ２月に調査

教務課
総務課

重点目標 具体的取組

最新の進路情報の提供や同窓会
との積極的連携により、社会人
としての心構えを学び、早期か
ら進路意識の高揚を図る。

学校関係者評価委員会の評価結果を踏まえた今後の改善方法

学校関係者評価委員会の評価

学校関係者評価委員会の評価結果を踏まえた今後の改善方法

地域から信頼され、必要される
学校となるために、地域行事に
積極的に参画し、地域社会に貢
献する態度を養う。

学校関係者評価委員会の評価


